
江
別
で
も
災
害
は
起
き
て
い
る

　

8
月
上
旬
に
は
、
台
風
11
号
・
12
号
の
影
響
に
よ

り
四
国
で
総
雨
量
１
０
０
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
を

観
測
。
台
風
は
北
上
を
続
け
、
北
海
道
地
域
に
ま
で

大
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
近
年
は
予
測
を
超
え
、

全
国
的
に
大
気
の
不
安
定
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

石
狩
川
の
流
れ
る
江
別
で
は
、
過
去
に
大
き
な
水
害

を
何
度
も
経
験
し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
昭
和
56
年

8
月
に
空
知
・
上
川
地
方
を
中
心
に
降
っ
た
3
日
間
に

及
ぶ
大
雨
の
結
果
、
下
流
の
江
別
に
水
が
集
ま
り
石

狩
川
が
氾
濫
。
豊
幌
、
美
原
地
区
を
は
じ
め
と
し
て

江
別
市
の
広
範
囲
が
水
に
つ
か
り
ま
し
た
。
浸
水
な
ど

の
被
害
の
あ
っ
た
家
屋
は
１
０
２
５
棟
、
避
難
人
員
は

１
５
２
６
世
帯
、
５
３
１
４
人
に
上
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
降
、
堤
防
強
化
な
ど
の
治
水
対
策
も
進
め

ら
れ
、目
立
っ
た
水
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、「
天

災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る
」
と
い
う
言
葉
の

と
お
り
、
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

河
川
付
近
で
な
い
地
域
も
被
害
に
遭
う
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
平
成
23
年
8
月
に
も
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

よ
る
市
内
道
路
の
浸
水
被
害
な
ど
が
起
き
て
い
ま
す
。

　

日
々
科
学
技
術
の
進
歩
が
進
む
現
在
で
も
、
未
だ

に
自
然
の
脅
威
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
恐
ろ
し
い
水
害
を
経
験
し
た
江
別
だ
か
ら
こ

江別市水害被害状況
　　　　　　昭和56年8月集中豪雨
　　　　　　　（8月3日～5日）

雨量　　　　326.4mm
石狩川水位　9m23cm
被害額　　　56億5381万6千円
住宅被害　　1,025棟
田畑被害　　5,509ha

昭和50年8月集中豪雨
（8月22日～24日）

179mm
7m91cm
10億7534万6千円
495棟
2,603ha

~

水
害
の
経
験
か
ら
学
ぶ~

災
害
は
他
人
事
じ
ゃ
な
い

”

”



そ
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
記
憶
し
、
危
機
感
を
持
っ

て
備
え
、
助
け
合
う
こ
と
で
災
害
か
ら
身
を
守
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
災
害
を
他
人
事
と
し
て
捉
え
ず
、
身
近
な″
自
分

ご
と
〞
と
し
て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

三上 利勝さん
美原在住（76歳）

ま
さ
か
被
害
に
遭
う
な
ん
て

　
昭
和
56
年
8
月
6
日
未
明
、
美

原
の
堤
防
が
決
壊
。
近
く
に
住
む

三
上
利
勝
さ
ん
は
、
1
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
床
上
浸
水
の
被
害
に
遭
い

ま
し
た
。「
ま
さ
か
堤
防
が
壊
れ

る
は
ず
が
な
い
と
思
っ
て
い
た
」

と
話
す
三
上
さ
ん
。

　
浸
水
し
た
日
、
江
別
は
晴
天
。

江
別
で
降
ら
な
く
て
も
、
石
狩
川

上
流
で
大
量
の
雨
が
降
る
と
、
下

流
の
江
別
に
水
が
集
ま
り
危
険
水

位
に
。
三
上
さ
ん
も
、
そ
の
と
き

ま
で
は
上
川
地
方
の
大
雨
を
他
人

事
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

迅
速
な
対
応
が
分
か
れ
道

　「
堤
防
は
も
う
も
た
な
い
。
退

避
だ
！
」
5
日
深
夜
、
堤
防
の
補

強
作
業
に
出
て
い
た
地
域
住
民
に

命
令
が
出
ま
す
。
家
に
戻
っ
た
三

上
さ
ん
は
、
決
壊
に
半
信
半
疑
な

が
ら
冷
蔵
庫
を
高
い
場
所
に
置
く

な
ど
、浸
水
対
策
を
始
め
ま
し
た
。

　
浸
水
が
始
ま
る
と
、
行
政
と
連

絡
を
密
に
と
り
、
家
族
を
避
難
所

に
、
牛
を
高
台
に
避
難
さ
せ
、
迅

速
に
対
応
し
ま
し
た
。
し
か
し
場

所
に
よ
っ
て
は
対
応
が
間
に
合
わ

な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
。「
み
ん
な

で
協
力
し
て
近
所
の
豚
や
牛
を
助

け
よ
う
と
し
た
が
、
何
頭
か
流
さ

れ
て
し
ま
っ
た
」。

助
け
が
嬉
し
か
っ
た

　「
水
が
ひ
い
た
後
、駄
目
に
な
っ

た
畑
や
泥
だ
ら
け
の
家
を
見
て
唖

然
と
し
た
。
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
―
」
し
か
し
市
内
各

地
か
ら
友
人
な
ど
応
援
が
駆
け
つ

け
、
助
け
て
く
れ
ま
し
た
。

災
害
を
意
識
す
る
よ
う
に

　
水
害
後
、
上
流
で
大
雨
が
降
る

と
川
の
様
子
を
気
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
三
上
さ
ん
。
地
域
を
あ
げ

て
行
政
に
要
望
し
強
化
し
た
堤
防

も
あ
り
、
そ
の
後
は
被
害
に
あ
っ

て
い
ま
せ
ん
。
三
上
さ
ん
も
堤
防

の
存
在
を
頼
も
し
く
感
じ
て
い
る

と
同
時
に
「
絶
対
大
丈
夫
は
な
い

の
で
、
万
が
一
に
備
え
て
お
く
こ

と
が
大
事
」
と
水
害
か
ら
の
教
訓

を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

危
機
感
を
持
つ
―



自分ごと  災害は他人事じゃない
～水害の経験から学ぶ～

" "

公
助
は
わ
ず
か 

１
・
７
％

　

大
災
害
で
は
、
行
政
機
関
か
ら

の
助
け
を
期
待
し
が
ち
で
す
が
、

行
政
に
で
き
る
こ
と
に
も
限
界
が

あ
り
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
生
き
埋
め

に
な
っ
た
人
の
90
％
以
上
が
自
分

や
家
族
、
地
域
の
人
々
に
助
け
ら

れ
、
公
助
（
救
助
隊
な
ど
の
公
の
支

援
で
助
け
ら
れ
る
）
は
１
・
７
％
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
（
左
グ
ラ

フ
）。

　

119
番
通
報
が
入
っ
て
も
、
道
路

破
損
な
ど
の
要
因
で
迅
速
な
救
助

活
動
が
行
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
災
害
の
規
模
が
大
き
く
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
「
自
助
（
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
）・
共
助
（
周
り
の
人

と
助
け
合
う
）」
が
重
要
で
す
。

　

災
害
を
想
定
し
た
、
家
庭
内
備

蓄
や
家
族
と
の
連
絡
方
法
の
再
確

認
な
ど
個
人
で
で
き
る
備
え
を
は

じ
め
、
普
段
か
ら
ご
近
所
と
顔
見

知
り
に
な
り
、
助
け
合
え
る
関
係

を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

訓
練
が
本
番
に
役
立
つ

　
「
訓
練
で
で
き
な
い
こ
と
は
、
本

番
で
も
で
き
な
い
」
と
い
う
言
葉

は
訓
練
の
重
要
性
を
的
確
に
表
し

て
い
ま
す
。
知
識
が
あ
っ
て
も
、

実
際
に
体
験
し
て
み
な
い
と
気
付

か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
各
自
治
会
と
協
力
し
て
、

炊
き
出
し
や
小
学
校
で
の
寝
泊
り

じ
め
、
供
給
物
資
を
輸
送
す
る
支
援

な
ど
、
各
企
業
の
特
色
を
生
か
し
た

役
割
分
担
で
総
合
的
な
災
害
対
策
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
大
学
の
研
究
成
果

を
訓
練
に
取
り
入
れ
る
な
ど
４
つ

の
大
学
を
持
つ
江
別
市
な
ら
で
は

の
協
力
関
係
も
特
徴
的
で
す
。

　

北
翔
大
学
で
研
究
を
進
め
て
い

る
段
ボ
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
、
個
人
の

空
間
を
確
保
す
る
手
段
の
一
つ
と
し

て
各
避
難
所
運
営
訓
練
に
用
い
ら

れ
て
い
る
ほ
か
、
酪
農
学
園
大
学

で
は
、
災
害
時
に
地
域
の
災
害
情

報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
見
え
る
よ
う

に
す
る
「
緊
急
地
図
作
成
チ
ー
ム
」

の
活
動
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

助
け
合
い
が

災
害
を
乗
り
越
え
る

　

昭
和
56
年
の
水
害
時
に
は
、
市
内

外
の
各
団
体
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
身
は
義
援

金
や
物
品
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま

を
体
験
す
る
避
難
所
運
営

訓
練
な
ど
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
参
加
者
か
ら
は
「
こ

の
経
験
は
絶
対
に
役
に
立

つ
は
ず
」
と
い
っ
た
感
想

が
聞
か
れ
、
地
域
全
体
で

防
災
に
備
え
る
大
切
さ
が

再
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

企
業
・
大
学
と
の
協
力

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
迅
速
な
復
旧
や
必
要
物
資

の
調
達
な
ど
に
は
、
企
業
の
力
が
不

可
欠
で
す
。

　

市
で
は
、
企
業
と
と
も
に
防
災
力

を
高
め
よ
う
と
、
企
業
向
け
の
災
害

対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
ほ
か
、
25
の

災
害
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
災
害

時
に
食
料
品
や
生
活
用
品
な
ど
を
企

業
か
ら
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
を
は

備
え
る
―

助
け
合
う
―

す
。
た
だ
、
物
的
支
援
だ
け
で
な
く
、

市
内
外
か
ら
の
被
災
者
を
気
遣
う
気

持
ち
が
、
多
く
の
人
の
心
を
力
強
く

支
え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
間
の
力
は
小
さ
く
、
自
然
の

驚
異
に
は
歯
が
立
ち
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
一
人
ひ
と
り
の
努
力
と
助

け
合
い
で
、
災
害
の
被
害
規
模
を

小
さ
く
す
る
「
減
災
」
に
は
取
り

組
め
ま
す
。

　

常
に
危
機
感
を
持
ち
、
備
え
る

こ
と
、
災
害
が
起
き
た
ら
助
け
合

う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

自
分
や
大
事
な
人
の
命
を
守
る

た
め
に
、
今
一
度
自
分
で
で
き
る

こ
と
を
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。



＜各種防災関係案内＞
○普段から備えましょう

 
○出前講座のご利用を

 

○訓練のご相談もお気軽に

○江別防災情報発信サイト

「地域の避難拠点」として学校の機能が向上
～備蓄物品の分散配置の取り組み～ ☎

 

建
設
業
向
け 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計
画
）
と

は
災
害
時
に
必
要
な
対
応
を
事
前

に
取
り
決
め
、
業
務
復
旧
を
円
滑

に
行
う
計
画
で
す
。
そ
の
必
要
性

を
紹
介
し
ま
す
。
無
料
。

日
時
／
９
月
26
日
㈮
14
時
30
分
〜

17
時
。
会
場
／
野
幌
公
民
館
。

対
象
・
定
員
／
市
内
建
設
業
事
業

者
50
名
。

 

９
月
19

日
㈮
ま
で
に
総
務
課
危
機
対
策
・

防
災
担
当
に
「
氏
名
・
事
業
所
名
・

連
絡
先
」
を
☎
381
‐
１
４
０
７
ま

た
はE-m

ail=kikitaisaku@
city.

ebetsu.lg.jp

へ
。

江
別
市
水
防
計
画
変
更
案
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

水
害
の
警
戒
な
ど
を
目
的
と
し

た
江
別
市
水
防
計
画
の
変
更
に
あ

た
り
、市
民
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

主
な
変
更
点
は
、
水
防
従
事
者
へ

の
安
全
配
慮
を
盛
り
込
ん
だ
ほ
か
、

諸
資
料
の
更
新
や
地
域
防
災
計
画

と
の
整
合
を
図
っ
た
点
な
ど
で
す
。

募
集
期
間
／
９
月
１
日
㈪
〜
９
月

30
日
㈫
（
必
着
）。
資
料
配
布
場

所
／
土
木
事
務
所
治
水
課
、
本
庁

舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市

役
所
大
麻
出
張
所
、
水
道
庁
舎
、

情
報
図
書
館
、
市
民
会
館
、
各

公
民
館
、
鉄
南
地
区
証
明
交
付

窓
口
、
豊
幌
地
区
セ
ン
タ
ー
、
市

Ｈ
Ｐ
。
提
出
先
／
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

防
災
関
係
の
お
知
ら
せ
か
。
土
木
事
務
所
治
水
課
〠
067
‐

０
０
４
２　

元
江
別
本
町
21
☎
383

‐
５
９
０
０

383
‐
６
８
０
４
、

Em
ail=chisui@

city.ebetsu.lg.jp

第
19
回
防
火
ふ
れ
あ
い
大
麻

君
は
達
成
で
き
る
か
な
？ 

明
日
か
ら
は

消
防
士
！

　

楽
し
み

な
が
ら
防

災
へ
の
関
心
を
高
め
ま
し
ょ
う
！
梯

子
車
搭
乗
（
整
理
券
配
布
、
小
学

生
以
上
）、
降
雨
体
験
機
械
の
出
展
、

放
水
体
験
な
ど
多
数
！
無
料
。

日
時
／
9
月
14
日
㈰
14
時
〜
16
時
。

 

消
防
署
大
麻
出
張

所
（
大
麻
元
町
192
‐
3
、
☎
386
‐

８
３
３
３
）

　

救
急
救
命
士
の

　

処
置
範
囲
が
拡
大

　
「
救
急
救
命
士
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
」に
伴
い
、

救
急
救
命
士
の
行
う
救
急
救
命
処

置
の
範
囲
が
拡
大
し
「
血
糖
測
定

と
、
低
血
糖
発
作
症
例
へ
の
ブ
ド

ウ
糖
溶
液
の
投
与
の
実
施
」と「
心

肺
機
能
停
止
前
の
重
度
傷
病
者
に

対
す
る
静
脈
路
確
保
及
び
輸
液
」

の
２
行
為
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

救
急
救
命
士
が
医
師
の
具
体
的

な
指
示
を
受
け
て
行
う
処
置
の
対

象
範
囲
が
、
心
肺
停
止
後
の
傷
病

者
に
限
ら
れ
て
い
た
の
も
の
か

ら
、
心
肺
停
止
前
の
重
度
傷
病
者

に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
で
、
救
命
効

果
の
向
上
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

処
置
範
囲
拡
大
の
講
習
を
修
了
し

た
２
名
の
救
急
救
命
士
を
８
月
１
日

か
ら
運
用
開
始
し
て
お
り
、
今
後
計

画
的
に
増
員
し
て
い
く
予
定
で
す
。

 

警
防
課
救
急
高
度
化
担
当
☎

382
‐
５
４
３
１

救
急
医
療
教
室

〜
正
し
い
知
識
が
あ
な
た
と

家
族
を
守
る
〜
　
申
込
不
要
。
無
料
。

日
時
／
９
月
６
日
㈯
10
時
〜
12
時
30
分
。

内
容
／
記
念
講
演
「
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
こ
と
」

江
別
市
立
病
院　

循
環
器
科
主
任
部

長　

青
木 

健け
ん
じ志
、
救
急
活
動
の
実

演
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
の
説
明
と
実
演
、
心
肺
蘇
生
法

実
技
指
導
・
救
急
車
の
見
学
。

会
場
／
消
防
本
部
多
目
的
ホ
ー
ル

（
野
幌
代
々
木
町
80
‐
８
）。

 

救
急
課
☎
382
‐
５
４
６
５
、

江
別
医
師
会
☎
383
‐
２
１
３
６

上
級
救
命
講
習
受
講
者
募
集

　

乳
児
、
小
児
、
成
人
に
対
す
る
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法
の
講

義
、
実
技
、
固
定
法
や
搬
送
法
な

ど
。
講
習
終
了
時
に
効
果
確
認
試
験

あ
り
。
無
料
。
日
時
／
10
月
19
日
㈰

9
時
〜
17
時
。
会
場
／
消
防
本
部
多

目
的
ホ
ー
ル
（
野
幌
代
々
木
町
80
‐

８
）
対
象
／
普
通
救
命
講
習
を
受
講

済
み
で
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
10
歳
以
上
の
方
、
先
着
30
名
。

 

9
月
8
日
㈪
9
時
か

ら
電
話
で
救
急
課
☎
382
‐
５
４
６
５

救
急
関
係
の
お
知
ら
せ
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